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図 2-20 釧路川 経年変化平面図 

<参考資料 1> 釧路川 経年変化平面図



<参考資料 2> 安定河道の条件と河床低下要因 

(1) 河道安定の条件 

河床変動とは、ある地点における土砂収支のアンバランスによって生じます。 

釧路川の当該区間における河床低下は、「上流からの土砂流入量の低下」もしくは「下流へ

の土砂流出量の増加」による土砂収支のアンバランスによって生じていると考えられています。 

 

× 対策案を検討中 

・ 河道の土砂運搬能力を上流からの土砂

流入量に見合うように改善を図る 

・ 釧路湿原への土砂流入量の増大 

・ 土砂流入量を増やす手段が難しい 

下流への土砂流出量を低減 上流からの土砂流入量を増やす 

土砂収支のアンバランスの改善 

釧路川における安定河道の条件 

図 2-21 河床変動の概念

流入土砂：小

流出土砂：大  

 

・上流からの土砂流入量：低下 

・下流への土砂流出量 ：増加 

低 下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22 釧路川における安定河道の条件 

 

(2) 河床低下の要因 

当該区間の河床低下は、主に、以下のような要因で発生していると考えられています。 

河床低下要因 概 念 図 解 説 
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<参考資料 3> 釧路川 経年変化特性図 
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 河床勾配 1/1201 1/1015 1/593 1/377 1/236 1/475

 セグメント区分 2-2 2-1 1 2-1

 中規模河床形態 非砂州発生 単列砂州

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 護床ブロック 護床ブロック
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(S36) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H2) (H7) (H12) (H15)

流
況

標茶観測所

S35 多和築堤(KP49.6～KP52.4) S44～S49 熊牛築堤 S55～S60 熊牛築堤(KP59.2～KP63.8) H10 多和築堤(KP49.6～KP52.4)

S49～H2 弟子屈市街築堤(KP72.0～75.2)

S57～H5 磯分内築堤(KP53.8～KP58.2) H10 磯分内築堤(KP52.8～KP53.8)

S36 南弟子屈31線掘削5ヶ所(KP67.0～68.5) S57～S58 捷水路掘削(KP56.6～57.8)

S41 南弟子屈掘削(KP68.6～KP70.4) S57～S58 捷水路掘削(KP60.0～60.2)

S44～S45 熊牛36線掘削 S55～S56 捷水路掘削(KP63.2～64.4)

S37～S39 磯分内掘削(KP54.0～KP56.0) S53～S60(詳細年不明) 捷水路掘削(KP72.2～72.6)
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※語句の解説については、次頁<参考資料 4>に記載。

 
図 2-23 釧路川 経年変化特性図 
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<参考資料 4> 語句解説 

 

語  句 解  説 

●セグメント 山間部を含めて河川の縦断形は、ほぼ同一勾配を持ついくつかの区間に分

かれていると見ることができ、このような河床勾配がほぼ同一である区間は、

河床材料や河道の種々の特性が似ており、これをセグメントと呼んでいる。

 セグメントとは、類似した河道特性を有している河道区分を指し、基本的

には河床縦断勾配と河床材料から区分を行う。同じような河道特性を有する

区間に分割することを「セグメント区分」といい、河道特性を把握分析する

単位空間をセグメントごとに取ることを、「セグメント単位の見方」という。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典:河道計画検討の手引き;(財)国土技術研究センター

●平均河床高 川底(低水路)の平均的な高さ。 

 

 

 

 

●最深河床高 川底(低水路)の最も深い地点の高さ。 

 

 

 

 

●河床勾配(Ib) 平均河床高縦断図もしくは最深河床高縦断図をもとに一定区間で区分した

ときの勾配。 

●河床材料 川底(低水路)を構成するレキ、砂、土などの材料を示す。 

●掃流力 流れが河床材料を下流に押し流そうとする力のこと。 

一般的には摩擦速度(U*)や無次元掃流力(τ*)といった指標を用いて表す。

●摩擦速度(U*);m/s

 

川底(河床材料)のせん断応力を水の密度で除した値。次式で算定される。

( ) 5.0
* eL IHgu ⋅⋅=  

g:重力加速度 

HL:低水路内平均水深 

Ie:エネルギー勾配 

●中規模河床形態 単列砂州や複列砂州(交互砂州)など、川幅や河床材料および勾配などの河

道特性と流量の関係から決まる、砂州の形態のこと。 

最深河床高

平均河床高
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